
２月７日
１３:００～１６:００

地域
日本語教育
シンポジウム

in大垣

文化庁「生活者としての外国人」のための日本語教育事業地域日本語教育実践プログラム(Ｂ)活用

日

大垣で外国人市民への日本語学習支援が

始まり、20年以上たちました。

また、昨年度から岐阜県における

日本語教育体制整備も始まりました。

外国人市民の日本語教育、地域の日本語教

室のあり方、そして今後の課題について、

一緒に考えてみませんか？

主催：公益財団法人大垣国際交流協会

▶TEL: 0584-82-2311

▶Email: oiea@mb.ginet.or.jp      ▶http://www.i-oiea.jp/

申込フォーム
QRコード

令和3年
（2021年)

①会場参加 定員：３０名

（大垣市スイトピアセンター スイトピアホール）

②オンライン(ZOOM)参加 定員：５０名
※お申込み時に、どちらかの方法を選択してください

１月１５日(金)スタート。
こちらのＱＲコードからお申込みください。
（大垣国際交流協会のホームページからもアクセスできます）

申込方法

お問合せ

会場参加の場合は、手指の消毒、検温、マスク着用にご協力をお願いします。なお、新型コロナウイルスの今後の感染

状況によっては、オンライン開催のみとなる場合があります。あらかじめご了承ください。

9

13:00-13:10 ボランティア感謝状贈呈

13:10-13:30 大垣国際交流協会の事業報告と外国人市民によるスピーチ

13:30-14:20 講演「地域日本語教育のあり方と今後の課題」

米勢 治子 氏 (東海日本語ネットワーク 副代表)

14:20-14:35 岐阜県の日本語教育体制整備について
横山 博信 氏(岐阜県日本語教育統括コーディネーター)

14:45-16:00 パネルディスカッション
「これからの地域日本語教育を探る～多様化する外国人就労者に焦点を当てて～」

パ ネ リ ス ト 米勢 治子 氏 (東海日本語ネットワーク 副代表)

横山 博信 氏 (岐阜県日本語教育統括コーディネーター)

柏谷 涼介 氏 (セントラルジャパン日本語学校 主任教員)

高田 雅雄 氏 (岐阜中部樹脂工業協同組合 事務局長)

コーディネーター 伊藤 かんな 氏 (岐阜協立大学 非常勤講師)

参加無料

要事前申込

参加方法

ホームページ
QRコード


